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【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 三好　洋一郎

福岡県バスケットボール協会

全九州大会準決勝、福岡県１位精華女子対宮崎県１位延岡学園との対戦、精華女子＃４、＃６、＃７、＃１１、＃１
４、延岡学園＃７、＃８、＃１０、＃１３、＃１５のスターティングメンバーで試合開始。第１Q、精華は＃４＃１１のジャ
ンプショットで４点先制、延岡学園は＃１５のフリースローとゴール下で３点を返す。序盤、延岡学園＃１５がインサ
イドでポジションを取ろうとするが、精華＃６が体を張ってこれを阻止。４分半、１４対５とリードされたところで延岡学
園最初のタイムアウト。７分、精華＃６が２つ目のパーソナルファウルを取られ交代すると延岡学園はインサイドの
＃１５にボールを集める。一方精華は＃７の２本の３ｐｔｓなどで３０対２０とリードして第１Q終了。第２Q、精華は＃７
の１on１、３ｐｔｓなどでリードを広げるが、７分半、＃６が４つ目のファウルをコールされ交代。この後、延岡学園追い
上げを見せるも、５０対３７と精華がリードを保ち前半終了。第３Q、精華＃６はベンチスタート。精華は＃１１の３ｐｔｓ
で後半最初のスコアを挙げるが、延岡学園はインサイドの＃１５にボールを集めペースを掴む。４分、５６対４９と追
い上げられ精華タイムアウト。ここで＃６がコートに戻ると流れは精華へ。激しいディフェンスからの速攻と＃４の２
本の３ｐｔｓで得点を重ね、８１対５７で第３Ｑ終了。第４Q、開始早々精華＃４がジャンプシュート２本連続で沈める。４
分、精華＃６がファウルアウト。直後、延岡学園は＃１３、＃１０の連続３ｐｔｓで追い上げ、＃１５もインサイドで存在
感を見せるが、９６対８５で試合終了。チームディフェンスで決勝に駒を進めた精華女子にあと一歩及ばなかった
が、延岡学園の健闘も称えたい。
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第２副審 仲間 芳幸

主審 紀伊　孝哉

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月24日

第1副審 西村 かおり

(日) 9:00

コート Aコート 第1試合

カテゴリー 女子 準決勝
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